
有限会社アリノベ（食品製造業）

工場内（食品加工処理）

〇本社所在地：兵庫県多可郡多可町中区

茂利207-1

〇事業概要：兵庫県大規模認定処理工場

食肉並びに食肉加工品販売

〇常時使用する従業員：86名

（2024年8月時点）

〇現在の売上高：15億円

（ 2024年8月期）

〇法人番号：6140002061533

〇Web：https://arinobe.co.jp

代表取締役
有延 秀棋

慈愛と感謝の思いを忘れず食品製造業界の更なる発展を目指します

アリノベは創業以来変わらず大切にしている業務への姿勢は、いのちに感謝し慈愛の気持ちを持つこと。
いのちを預かり生産農家の思いを受け安全な食生活を消費者に届け、日本の食品製造業界の更なる発展
に寄与すべく、これまで培ってきた信頼や伝統を守りながらも新たな挑戦を続けてまいります

売上高100億円実現の目標と課題

2029年に会社全体の年平均売上高成長率14.2％
2029年に会社全体の売上高増加額14.6億円
2035年に売上高100億円達成を目指します

・先進的な食鳥処理工場を新設し、国内シェア拡大を図りつつ、海
外市場拡大の足掛かりとし、過疎化する地元地域の包摂的成長の
実現に貢献する

・新工場を新設し、最新鋭の食鳥処理場による高い生産性と徹底し
た衛生環境を両立できる最新設備により、現工場の約3倍近い処
理能力を整備し、併せて海外の極めて厳しい輸出検疫基準をクリ
アすることで、増加する国内の需要獲得のみならず、ベトナム国
等の海外向けに売上の拡大を図る

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・川上から川下までの部門を統合した大規模生産・流通シス
テムの形成、すなわちインテグレーションを構築

・近隣の小規模飼養施設の収入増、地元食肉メーカーや地域
飲食店の売上・利益向上に貢献するとともに、多可郡多可
町を兵庫県の鶏肉文化の発信地とする

・飼養施設と2030年までの売買基本契約書を締結し、
安定需給を確約

・職人（技術者）の高齢化
・担い手不足により養鶏場の廃業による生産基盤の弱体化
・不測の高病原性鳥インフルエンザ発生による鶏不足
・飼料は輸入原材料への依存度が高く、気候変動や為替変動
の影響による原価高騰懸念

・成長及び収益性の機会を逸している

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです



売上高100億円実現の目標

有限会社アリノベ（食品製造業）

100億
達成
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